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　当院では、病院の医療機能や役割、取り組みなどをご理解いただくため、
広報誌「市民病院だより」を発行しています。誌面づくりの参考にさせてい
ただくため、アンケートを実施していますので、右記QRコードを読み取り
いただき、専用サイトからご回答をお願いします。
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令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
石
川
県
能
登
半
島
地
震
で

被
災
し
た
地
域
に
、
当
院
の

Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
災
害
支
援
ナ
ー
ス

を
派
遣
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
、
１
月
６
日
か
ら
９
日
と
、

１
月
25
日
か
ら
30
日
に
そ
れ
ぞ

れ
１
隊
ず
つ
、
災
害
支
援
ナ
ー

ス
は
、１
月
20
日
か
ら
25
日
と
、

１
月
29
日
か
ら
２
月
２
日
に
そ

れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
派
遣
し
、
職

員
た
ち
は
、
今
泉
院
長
か
ら
の

「
被
災
地
で
待
っ
て
い
る
の
は
、

13
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
私
た
ち
で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
を
胸
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

保健師と連携しながら支援活動保健師と連携しながら支援活動
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当
院
か
ら
派
遣
し
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
、
能
登
半
島
北
部
の
珠
洲
市
や

鳳
珠
郡
能
登
町
に
お
い
て
、
病
院

支
援
や
患
者
搬
送
、
全
戸
調
査
に

よ
る
住
民
の
健
康
状
態
の
確
認
等

を
行
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
は
断
水
が
長
引
き
、
ト

イ
レ
・
入
浴
・
洗
濯
等
の
制
限
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
通
常
の
生
活
に
戻
る
に

は
程
遠
い
状
況
で
あ
り
、
隊
員
は

患
者
さ
ん
や
被
災
さ
れ
た
病
院
職

員
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

帰
還
後
に
行
っ
た
活
動
報
告
会
で

は
、隊
員
か
ら
現
地
の
被
災
状
況
や
、

患
者
搬
送
等
の
活
動
内
容
、
活
動
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
、
今
後
の
課
題

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
隊
長

で
あ
る
小
ヶ
口
医
師
か
ら
は
「
13
年

前
の
東
日
本
大
震
災
で
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
か
ら
支
援
を
受
け
て
、
被
災

者
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
分
か
る
こ

と
が
、
今
回
の
支
援
に
生
か
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
本
活
動
の
感
想

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ＤＭＡＴとは？
疲
弊
し
た
現
地
の
医
療
を

支
援
す
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

　

当
院
か
ら
派
遣
し
た
災
害
支
援

ナ
ー
ス
は
、
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
た
１
．

５
次
避
難
所
で
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

避
難
所
に
は
、
介
護
度
の
高
い
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
特

に
配
慮
が
必
要
な
被
災
者
が
入
所
し

て
お
り
、感
染
症
対
策
や
環
境
調
整
、

診
療
所
で
の
診
察
介
助
、
状
態
悪
化

時
の
救
急
搬
送
業
務
を
行
い
ま
し

た
。
医
療
資
源
が
不
足
し
て
い
る
中

で
看
護
師
と
し
て
で
き
る
事
は
限
ら

れ
て
い
た
も
の
の
、
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
を
考
え
な
が
ら
多
く
の
人
に
寄
り

添
い
な
が
ら
活
動
し
ま
し
た
。

　「災害急性期に活動できる機動

性を持ったトレーニングを受けた

医療チーム」 のことで、 Disaster 

Medical Assistance Team

の頭文字をとって 「DMAT」 と呼

ばれています。

　医師 ・ 看護師 ・ 業務調整員 （医

師 ・ 看護師以外の医療職および事

務職員） で構成され、 大規模災害

や多数傷病者が発生した事故など

の現場に、 急性期 （おおむね 48

時間以内） から活動できる機動性

を持った、 専門的な訓練を受けた

医療チームです。

　当院には、 現在 20 人の DMAT

隊員が所属しており、 普段の業務

を遂行しながら、 迅速な連携が取

れるように訓練を行っています。

被災者に寄り添う当院の看護師被災者に寄り添う当院の看護師

③

状況の聞き取りを行う DMAT状況の聞き取りを行う DMAT

要
支
援
度
の
高
い
被
災
者
に
寄
り
添
う
災
害
支
援
ナ
ー
ス

災害支援ナースとは？

　被災した医療機関での看護業務、 避

難所の環境整備や感染症対策、 避難所

における心身の体調不良者に対する受

診支援、 医療チームへの橋渡し、 救急

搬送などを行うために、 研修や訓練を

受けた看護師のことです。 当院には、

現在３人の災害支援ナースが所属して

います。
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